
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
十
）

小
　
林
　
恭
　
治

「
鶴
見
大
学
紀
要
」
第
52
号
　
第
4
部
　
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編 （
平
成
27
年
3
月
） 

別
刷
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本
稿
は
左
記
の
拙
論
の
続
編
で
あ
る
。

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
一
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
47
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
22
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
二
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
15
号　

平
成
22
年
4
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
三
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
48
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
23
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
四
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
48
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
23
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
五
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
49
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
24
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
六
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
49
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
24
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
七
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
50
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
25
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
八
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
50
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
25
年
3
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

─
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
─
（
九
）」

　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
51
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
26
年
3
月
）

42
、「
ス
イ
」（
25
ウ
）

∧
研
究
ノ
ー
ト
∨

西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

︱
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
︱
（
十
）

小　

林　

恭　

治

資料B−44
　

資
料
Ｂ
─

44
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記

の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
表
Ｂ
─

44
─
ａ
に
観
智
院
本
の

配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。

観智院本

①
徒
戴
乂　

②
正
　
　

③
又
殆
亠　

④
オ
ヨ
フ

⑤
イ
タ
ル　

⑥
カ
タ
シ　

⑦
ヲ
ヨ
ヌ
カ

西念寺本

①
徒
戴
人　

②
正
　

③
又
殆
亠　

④
オ

　

フ　

⑤
イ
タ
ル　

⑥
カ
タ
シ　

⑦
カ

　

⑧
ス
イ

　

ツ
タ
カ

高山寺本

①
徒
戴
反　

②
正
　

③
又
殆
音　

④
オ

フ　

⑤
イ
タ
ル　

⑥
カ
タ
シ

⑦
オ

□
ヌ
カ　
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表
Ｂ
─

44
─
ａ
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「

」
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
⑧
「
ス
イ
」

が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
い
て
は
項
目
自
体
が
佚

文
で
あ
る
が
、
こ
の
⑧
「
ス
イ
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と

思
わ
れ
る
。

　

西
念
寺
本
の
⑧
「
ス
イ
」
は
、
資
料
Ｂ
─

44
に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
他
の
注
記
に
比
べ

て
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
末
尾
に
「
イ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
本
注
記

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
記
載
状
況
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
は
、
ど
の
記
述
に
対
す
る
注
記
で

あ
る
の
か
が
判
断
で
き
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
西
念
寺
本
の
⑧
「
ス
イ
」
は
、
標
出
漢
字
「

」
の
注
記
の
2
行
目
と
3
行

目
の
行
間
に
記
さ
れ
て
お
り
、
異
本
対
照
作
業
に
よ
っ
て
追
記
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
は
、

周
辺
の
い
ず
れ
か
の
注
記
に
寄
り
添
う
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

後
、
写
本
自
体
が
転
写
さ
れ
た
際
に
、
転
写
者
に
よ
っ
て
、
⑧
「
ス
イ
」
が
2
行
目
と
3
行

目
の
ほ
ぼ
中
間
に
記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
注
記
の
対
象
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
西
念
寺
本
の
現
況
に
よ
り
、
⑧
「
ス
イ
」
の
対
象
に

つ
い
て
は
、
次
の
二
案
が
考
え
ら
れ
る
。

〈
ａ
〉
西
念
寺
本
の
⑧
「
ス
イ
」
は
、
2
行
目
の
④
「
オ

フ
」
の
「

」
に
対
す
る
異

本
注
記
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。

〈
ｂ
〉
西
念
寺
本
の
⑧
「
ス
イ
」
は
、
3
行
目
の
⑦
「
カ

ツ
タ
カ
」
の
「
タ
」
に
対
す

る
異
本
注
記
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。

　

右
の
両
案
に
つ
い
て
、
異
本
注
記
の
指
示
内
容
を
考
え
る
と
、
ま
ず
、〈
ａ
〉
案
の
場
合
、

西
念
寺
本
の
⑧
「
ス
イ
」
は
、
④
「
オ

フ
」
の
「

」
が
、
異
本
で
『
ス
』
で
あ
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
異
本
で
は
『
オ
ス
フ
』
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
が
、『
オ
ス
フ
』
で
は
、
標
出
漢
字
「

」
の
注
記
と
い
う
条
件
に
限
ら
ず
、
和
訓
と

し
て
も
意
味
不
明
と
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、表
Ｂ
─

44
─
ａ
を
見
て
も
、西
念
寺
本
の
④
「
オ

フ
」
に
対
し
て
は
、
観
智
院
本
に
④
「
オ
ヨ
フ
」、
高
山
寺
本
に
④
「
オ

フ
」
と
あ
り
、

声
点
の
有
無
以
外
で
確
認
で
き
る
の
は
、「
ヨ
」
と
「

」
の
異
体
字
と
し
て
の
相
違
の
み
で
、

西
念
寺
本
の
異
本
に
お
い
て
、『
オ
ス
フ
』、
も
し
く
は
そ
れ
に
関
係
し
そ
う
な
語
形
に
関
す

る
記
述
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
す
情
報
は
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
。

以
上
に
よ
り
、〈
ａ
〉
案
は
不
可
と
考
え
る（
（（（
（

。

　

そ
こ
で
、〈
ｂ
〉
案
の
場
合
で
あ
る
が
、
⑧
「
ス
イ
」
が
⑦
「
カ

ツ
タ
カ
」
の
「
タ
」

に
対
し
て
付
さ
れ
た
異
本
注
記
で
あ
る
な
ら
ば
、
西
念
寺
本
の
⑦
「
カ

ツ
タ4

カ
」（
右
傍

点
筆
者
・
以
下
同
）
は
、
異
本
で
『
カ

ツ
ス4

カ
』
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
、〈
ａ
〉
案
の
場
合
と
同
様
に
、
意
味
不
明
の
記
述
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
西
念
寺
本
の
⑦
「
カ

ツ
タ
カ
」
に
つ
い
て
は
、
表
Ｂ
─

44
─
ａ
に
示
し
た
よ
う

に
、
観
智
院
本
で
⑦
「
ヲ
ヨ
ヌ
カ
」、
高
山
寺
本
で
⑦
「
オ

□
ヌ
カ
」
と
三
者
三
様
の
記

述
が
な
さ
れ
、〈
ｂ
〉
案
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、以
後
、〈
ｂ
〉
案
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

さ
て
、
そ
う
し
た
、
本
稿
、
資
料
Ｂ
─

44
の
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
に
記
さ
れ
た
各
写

本
の
第
7
注
記
（
観
智
院
本
⑦
「
ヲ
ヨ
ヌ
カ
」、
西
念
寺
本
⑦
「
カ

ツ
タ
カ
」、
高
山
寺
本

⑦
「
オ

□
ヌ
カ
」）
に
つ
い
て
は
、
草
川
昇
氏
の
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』

に
見
解
が
見
え
る
の
で
、
資
料
Ｂ
─

46
に
ま
と
め
な
お
し
た
も
の
を
、
西
念
寺
本
の
第
8
注

記
（
⑧
「
ス
イ
」）
と
併
せ
て
、
紹
介
す
る（
（（（
（

。

　

資
料
Ｂ
─

46
は
、『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
に
お
け
る
和
訓
の
見
出
し
語
「
ヲ

ヨ
ハ
ヌ
カ
」
の
項
目
か
ら
、
資
料
Ｂ
─

44
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
観
智
院
本
、
西
念
寺
本
、

高
山
寺
本
の
用
例
の
記
載
を
模
写
し
、
横
配
列
に
作
表
し
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
か
ら
看
取
さ
れ
る
情
報
を
整
理
す
る
と
、
草
川
氏
は
、
資
料
Ｂ
─

44
の
標
出
漢
字
「

」

の
各
写
本
に
お
け
る
第
7
注
記
と
、
西
念
寺
本
の
第
8
注
記
の
状
況
に
対
し
て
、
次
の

［
1
］
～
［
8
］
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

資料B−46

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

　

①
徒
戴
乂

　

②
正

　

③
又
殆
亠

　

④
オ
ヨ
フ

　

⑤
イ
タ
ル

　

⑥
カ
タ
シ

　

⑦
ヲ
ヨ
ヌ
カ

　

①
徒
戴
人

　

②
正

　

③
又
殆
亠

　

④
オ

フ

　

⑤
イ
タ
ル

　

⑥
カ
タ
シ

　

⑦
カ

ツ
タ
カ

　

⑧
ス
イ

　

①
徒
戴
反　

　

②
正

　

③
又
殆
音

　

④
オ

フ

　

⑤
イ
タ
ル

　

⑥
カ
タ
シ

　

⑦
オ

□
ヌ
カ

表B−44−a
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［
1
］
観
智
院
本
の
第
7
注
記
「
ヲ
ヨ
ヌ
カ
」
の
「
ヌ
」
字
に
「（
マ
マ
）」
と
付
し
、「
ヲ

ヨ
ヌ
カ
」
の
記
述
を
不
審
と
す
る
。

［
2
］
西
念
寺
本
の
第
7
注
記
の
記
述
を
「
カ

ハ
タ
カ
」
と
解
釈
す
る
。

［
3
］
西
念
寺
本
の
第
7
注
記
「
カ

ハ
タ
カ
」
の
「
カ
」
字
に
「（
マ
マ
）」
と
付
し
、「
カ
」

の
記
述
を
不
審
と
す
る
。

［
4
］
西
念
寺
本
の
第
8
注
記
の
記
述
を
「
ヌ
イ
」
と
解
釈
す
る
。

［
5
］
西
念
寺
本
の
第
8
注
記
「
ヌ
イ
」
の
「
イ
」
字
を
小
字
右
寄
せ
に
記
し
、「
ヌ
イ
」

を
異
本
注
記
と
解
釈
す
る
。

［
6
］
西
念
寺
本
の
第
8
注
記
「
ヌ
イ
」
は
、
第
7
注
記
「
カ

ハ
タ
カ
」
の
「
タ
」
字

に
対
し
て
付
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
す
る
。

［
7
］
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
の
記
述
を
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
と
解
釈
す
る
。

［
8
］
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
各
カ
タ
カ
ナ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
上
）

（
上
）（
上
濁
）（
上
）（
上
）
の
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　

以
下
、
右
の
［
1
］
～
［
8
］
の
解
釈
と
本
稿
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
が
、
そ

れ
に
は
、
ま
ず
、［
7
］
に
つ
い
て
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
［
7
］
に
お
い
て
、
草
川
氏
は
、
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
の
記
述
を
「
オ

ハ4

ヌ
カ
」
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
本
稿
表
Ｂ
─

44
─
ａ
で
は
、
⑦
「
オ

□4

ヌ
カ
」
と
し

て
、
3
文
字
目
を
「
□
」
と
し
た
。
こ
の
相
違
は
、
両
者
の
用
例
紹
介
時
の
姿
勢
の
相
違
に

起
因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

す
な
わ
ち
、草
川
氏
は
、高
山
寺
本
の
用
例
に
つ
い
て
は
、天
理
図
書
館
善
本
叢
書
の
「
複

製
本
を
底
本
と
し
て
」
お
ら
れ（
（（（
（

、本
稿
も
同
じ
複
製
本
を
使
用
し
て
、資
料
Ｂ
─

44
を
作
成
し
、

さ
ら
に
表
Ｂ
─

44
─
ａ
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
資
料
Ｂ
─

44
に
示
し
た
よ
う
に
、
高
山
寺

本
の
第
7
注
記
の
3
文
字
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
部
分
的
に
虫

損
が
あ
り
、
3
文
字
目
の
全
体
像
を
確
認
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
の
表
Ｂ
─

44
─
ａ
で
は
、
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
3
文
字
目
の
箇
所
を
「
□
」
で
示
す
こ
と
で
、
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
の
み
を
示
し
、

虫
損
前
の
状
態
を
推
測
す
る
こ
と
を
保
留
し
た
。

　

し
か
し
、
資
料
Ｂ
─

44
に
示
し
た
よ
う
に
、
3
文
字
目
の
虫
損
部
分
の
右
側
の
残
存
箇
所

に
は
、
何
ら
か
の
カ
タ
カ
ナ
の
一
部
分
と
思
わ
れ
る
、
墨
で
記
さ
れ
た
《
丶
》
ら
し
き
も
の

が
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
、
標
出
漢
字
「

」
の
字
義
と
、
高
山
寺
本
の
第
4
注
記
に
④
「
オ

フ
」
と
あ
る
こ
と
を
総
合
的
に
考
慮
す
れ
ば
、
第
7
注
記
の
3
文
字
目
の
虫
損
前
の
文
字

を
『
ハ
』
と
類
推
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
漢
和
辞
典
の
注
記
と
い
う
条
件
に
縛
ら
れ
な
け

れ
ば
、
自
然
な
推
測
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（
（（（
（

。
草
川
氏
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た
推
測

の
上
で
、
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
を
「
オ

ハ4

ヌ
カ
」
と
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
資
料
Ｂ
─

44
の
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
の
3
文
字
目
の
虫
損
部
分
の
左
側
の
残
存

箇
所
に
は
、
朱
の
声
点
ら
し
き
も
の
が
一
つ
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
草
川
氏

は
、
こ
れ
を
「
ハ
」
の
上
濁
の
声
点
と
さ
れ
て
い
る
（［
8
］）（
（（（
（

。

　

右
に
つ
い
て
は
、
望
月
郁
子
氏（
（（（
（

も
、
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
の
記
述
を
「
オ

ハ4

ヌ
カ
」

と
し
、
虫
損
箇
所
の
3
文
字
目
を
「
ハ
」
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
や
は
り
虫
損
箇
所
の

右
側
に
残
さ
れ
た
《
丶
》
の
字
画
か
ら
「
ハ
」
字
を
類
推
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
一
方
で
、
望
月
氏
は
、
そ
の
「
ハ
」、「
ヌ
」、「
カ
」
に
つ
い
て
は
、
声
点
が
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
て
お
ら
れ
な
い（
（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
高
山
寺
本
の
類
聚
名
義
抄
に
つ
い
て
は
、
弘
化
2
年
に
成
立
し
た
高
山
寺
本

の
転
写
本
、
い
わ
ゆ
る
伴
信
友
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
伴
信
友
本
に

お
け
る
当
該
箇
所
を
資
料
Ｂ
─

47
に
示
し
た（

（（（
（

。

　

資
料
Ｂ
─

47
に
示
し
た
よ
う
に
、
伴
信
友
本
に
お
い
て
は
、
虫
損
の
状
況
が
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
声
点
も
含
め
て
「
オ
（
上
）

（
上
）
ハ
（
上
濁
）
ヌ
（
上
）
カ
（
上
）」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。
伴
信
友
本
に
お
い
て
は
、
虫
損
等
に
よ
る
欠
落
箇
所
が
存
す
る
場
合
は
、
そ
の
状
況

が
墨
筆
で
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
方
針
を
信
頼
す
れ
ば
、
弘
化
2
年
当
時
の
高
山
寺
本
の
第

7
注
記
に
は
虫
損
が
な
く
、
カ
タ
カ
ナ
注
記
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
に
は
、（
上
）（
上
）（
上
濁
）

（
上
）（
上
）
の
声
点
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
草
川
氏
の
［
7
］［
8
］
に
お
け
る

解
釈
ど
お
り
の
状
況
が
実
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、草
川
氏
は
、高
山
寺
本
の
第
7
注
記
を
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
と
解
釈
し
た
こ
と
（［
7
］）

を
前
提
と
し
て
、
そ
の
他
の
写
本
の
書
写
状
況
の
解
釈
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
観
智
院
本
の
第
7
注
記
「
ヲ
ヨ
ヌ
カ
」
の
「
ヌ
」
に
「（
マ
マ
）」
と
付
し
た

（［
1
］）
の
は
、「
ヌ
」
字
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
意
で
は
な
く
、「
ヌ
」
字
以
下
の
記
述
に

問
題
が
あ
る
と
い
う
意
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、こ
れ
は
、高
山
寺
本
の
第
7
注
記
を
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
と
解
釈
し
た
こ
と
か
ら
、
観
智
院
本
で
は
『
ヲ
ヨ
ハ
ヌ
カ
』
の
『
ハ
』
字
が
脱

漏
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
し（

（（（
（

、
ま
た
、
西
念
寺
本
の
第
7
注
記
「
カ

ハ

タ
カ
」
の
一
文
字
目
の
「
カ
」
に
「（
マ
マ
）」
と
付
し
た
（［
3
］）
の
も
、高
山
寺
本
の
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
「
オ
」
を
「
カ
」
と
誤
写
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

資料B−47
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次
に
、
草
川
氏
が
、
西
念
寺
本
の
第
7
注
記
を
「
カ

ハ4

タ
カ
」
と
し
て
、
そ
の
3
文
字

目
を
「
ハ
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
（［
2
］）
は
、本
稿
で
、⑦
「
カ

ツ4

タ
カ
」
と
し
て
、「
ツ
」

と
解
釈
し
た
こ
と
と
相
違
す
る
。

　

そ
こ
で
、改
め
て
資
料
Ｂ
─

44
の
西
念
寺
本
の
記
載
状
況
を
見
る
と
、表
Ｂ
─

44
─
ａ
で
⑦「
カ

ツ4

タ
カ
」
の
「
ツ
」
と
解
釈
し
た
第
7
注
記
の
3
文
字
目
の
記
載
箇
所
に
は
、
一
見
す
る

と
、
カ
タ
カ
ナ
ら
し
か
ら
ぬ
、
横
に
並
ん
だ
「
三
つ
の
点
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
状
況
を
、
よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
た
め
に
、
3
文
字
目
の
周
辺
の
み
を
、
別
途
、

模
写
し
、
拡
大
し
た
も
の
を
資
料
Ｂ
─

48
に
示
し
た（

（（（
（

。

　

資
料
Ｂ
─

48
に
示
し
た
第
7
注
記
の
3
文
字
目
に
相
当
す
る
箇
所
に
は
、
筆
の
先
を
置
い

て
記
さ
れ
た
だ
け
の
よ
う
な
点
が
三
つ
横
に
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
、こ
れ
を
本
稿
で
は
、

カ
タ
カ
ナ
の
『
ツ
』
の
異
体
字
『

』
が
記
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
し
た
。

　

そ
の
2
画
目
の
字
画
が
、
い
わ
ゆ
る
《
丶
》
で
な
く
、
逆
三
角
形
『
▼
』
の
よ
う
に
見
え

る
の
は
、
字
画
と
し
て
は
奇
妙
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
点
の
字
画
《
丶
》
と
撥
ね
の
字
画
《

》

が
一
体
化
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。

　

す
な
わ
ち
、『

』
の
2
画
目
を
記
し
た
際
の
運
筆
に
お
い
て
は
、
2
画
目
の
《
丶
》
を

記
し
た
後
に
、
次
の
3
画
目
の
《
丶
》
の
起
筆
の
位
置
に
筆
を
運
ぼ
う
と
し
て
、
2
画
目
の

《
丶
》
の
終
筆
部
を
撥
ね
あ
げ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
2
画
目
の
《
丶
》
の
字
画
を
小
さ
く
、

短
く
記
し
た
た
め
に
、
2
画
目
の
《
丶
》
の
字
画
全
体
に
筆
が
置
か
れ
て
い
る
状
態
か
ら
、

そ
の
ま
ま
撥
ね
上
げ
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
《
丶
》
で
あ
る
べ
き
2
画
目
全
体
が
逆
三
角
形

『
▼
』
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
草
川
氏
が
、
こ
の
3
文
字
目
を
、
カ
タ
カ
ナ
の
「
ハ
」
と
解
釈
さ
れ
た

の
は
、「
三
つ
の
点
」
の
一
番
左
の
点
を
墨
で
記
さ
れ
た
声
点
と
考
え
て
、
中
間
の
点
と
右

側
の
点
が
、
カ
タ
カ
ナ
の
『
ハ
』
を
構
成
す
る
字
画
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
し（
（（（
（

、
も
し
く
は
、「
三
つ
の
点
」
の
う
ち
の
、
ど
れ
か
一
つ
を
、
紙
面
の
「
汚
れ
」
と
判

断
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、「
三
つ
の
点
」
の
、ど
の
二
つ
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
字
画
の
長
さ
が
『
ハ
』
の
字
画
と
し
て
は
短
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
う
し

た
字
画
で
カ
タ
カ
ナ
『
ハ
』
を
構
成
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
は
、
何
ら
か
の
変
化
の
過
程

を
想
定
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
西
念
寺
本
の
「
凡
例
」
に
「

ツ　

異
」
と
あ
る
よ
う
に（

（（（
（

、
西
念
寺
本
の
書
写
者

「
甲
」
は
、『
ツ
』
の
異
体
字
に
『

』
が
存
在
す
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
り
、
西
念
寺
本
の

本
文
中
に
お
い
て
も
異
体
字
『

』
を
書
写
し
た
用
例
が
い
く
つ
も
見
え
る
の
で（

（（（
（

、
資
料
Ｂ

─

48
に
示
し
た
3
文
字
目
の
状
況
を
『
ツ
』
の
異
体
字
『

』
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
無
理

な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

さ
て
、草
川
氏
が
、西
念
寺
本
の
第
8
注
記
を
「
ヌ4

イ
」
と
解
釈
さ
れ
た
こ
と
（［
4
］）
は
、

本
稿
に
お
い
て
表
Ｂ
─

44
─
ａ
の
作
成
に
当
た
り
、
そ
れ
を
⑧
「
ス4

イ
」
と
解
し
た
こ
と
と
相

違
す
る
。
こ
の
相
違
は
、
異
本
注
記
を
問
題
と
す
る
本
稿
に
お
い
て
は
、
特
に
重
要
な
問
題

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
記
載
状
況
を
詳
し
く
説
明
す
る
た
め
に
、
西
念
寺
本
の
第
8
注
記
を
、
別

途
、
模
写
し
、
拡
大
し
た
も
の
を
資
料
Ｂ
─

50
に
示
し
た
。

　

資
料
Ｂ
─

50
の
1
文
字
目
の
記
載
状
況
を
見
る
と
、
ま
ず
、
そ
の
第
1
画
目
の
《

》
の
、

起
筆
か
ら
右
方
向
に
運
筆
し
た
「
横
画
」
の
部
分
が
、相
対
的
に
や
や
短
め
に
な
っ
て
お
り
、

続
く
「
左
払
い
」
が
縦
長
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
様
子
か
ら

す
る
と
、
こ
の
第
1
画
目
は
、
一
般
的
に
は
、
カ
タ
カ
ナ
『
ス
』
よ
り
も
『
ヌ
』
の
1
画
目

に
近
い
と
判
断
す
る
こ
と
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
と
は
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
2
画
目
の
《

》
の
起
筆
部
が
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
1
画
目
《

》

の
「
払
い
」
の
部
分
の
左
側
に
突
き
抜
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
は
、『
ヌ
』
字

を
記
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
決
定
的
な
証
拠
で
あ
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
文
字
全
体
の
字
画
構
成
と
し
て
は
、
2
画
目
の
《

》
の
位
置
が
極
端
に
低
く
、

1
画
目
の
《

》
の
終
筆
部
と
同
じ
高
さ
に
ま
で
下
げ
ら
れ
て
、
低
い
位
置
に
記
さ
れ
て
お

り
、
も
し
、『
ヌ
』
字
を
意
図
し
て
、
1
画
目
の
《

》
を
縦
長
に
記
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

2
画
目
の
《

》
の
位
置
は
、
も
っ
と
高
い
位
置
に
あ
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

点
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
『
ス
』
字
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

　

そ
も
そ
も
、
2
画
目
の
《

》
の
起
筆
部
が
1
画
目
《

》
の
「
払
い
」
の
部
分
を
突
き

抜
け
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、「
よ
く
見
れ
ば
突
き
抜
け
て
い
る
」
の
が
わ
か
る
と
い

う
レ
ベ
ル
で
あ
り
、一
瞥
し
た
だ
け
で
「
突
き
抜
け
て
い
る
」
こ
と
が
わ
か
り
、直
ち
に
『
ヌ
』

の
特
徴
と
し
て
理
解
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
2
画
目
の

《

》
が
1
画
目
《

》
の
「
払
い
」
を
突
き
抜
け
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、

資料B−48
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右
に
述
べ
た
全
体
の
字
画
構
成
と
、「
突
き
抜
け
て
い
る
」
の
が
、わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

や
は
り
、『
ス
』
字
を
書
き
損
じ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
先
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
、
資
料
Ｂ
─

50
に
示
し
た
と
こ
ろ
の
、
当
該
字
の
見
か
け
上
の
印
象
の
み
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
『
ヌ
』
と

す
る
の
は
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

ゆ
え
に
、
草
川
氏
が
、
資
料
Ｂ
─

50
の
西
念
寺
本
の
第
8
注
記
の
1
文
字
目
を
「
ヌ
」
と

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
字
形
か
ら
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
情
報
を
も
加
味
し

た
、
総
合
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　

そ
の
他
の
情
報
と
は
、
ま
ず
、
第
一
に
、
草
川
氏
の
解
釈
に
お
け
る
、
西
念
寺
本
の
第
7

注
記
「
カ

ハ
タ4

カ
」
の
4
文
字
目
は
「
タ
」
と
あ
る
こ
と
（［
2
］）
に
対
し
て
、
高
山
寺

本
の
第
7
注
記
「
オ

ハ
ヌ4

カ
」
の
4
文
字
目
が
「
ヌ
」
で
あ
る
こ
と
（［
7
］）
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
西
念
寺
本
と
高
山
寺
本
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
注
記
と
し
て
の
語
形
、
語

義
の
点
か
ら
、
高
山
寺
本
の
方
が
正
し
い
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
推
測
は
、
写
本
の
成
立
順
序

と
し
て
も
、
記
述
に
対
す
る
信
頼
度
に
お
い
て
も
、
高
山
寺
本
が
尊
重
さ
れ
る
背
景
と
一
致

す
る
。

　

そ
れ
ら
に
よ
り
、西
念
寺
本
の
第
7
注
記
の
4
文
字
目
の
「
タ
」
は
、本
来
『
ヌ
』
で
あ
っ

た
と
い
う
推
測
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
に
、
第
二
の
情
報
と
し
て
、
第
7
注
記
の
「
タ
」
字
の
付
近
に
記
さ
れ

て
い
る
第
8
注
記
「
ス4

イ
」
の
1
文
字
目
の
「
ス
」
字
の
字
画
構
成
に
乱
れ
が
あ
り
、
わ
ず

か
な
が
ら
、『
ヌ
』
字
の
特
徴
も
存
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、第
8
注
記
「
ス4

イ
」
を
『
ヌ4

イ
』

の
誤
り
と
し
て
、
第
7
注
記
の
「
タ
」
字
に
対
す
る
異
本
注
記
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
（［
5
］

［
6
］）、
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
と
の
関
係
も
含
め
て
、
西
念
寺
本
の
第
7
注
記
と
第
8
注

記
の
状
況
を
合
理
的
に
説
明
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

字
画
構
成
に
乱
れ
の
あ
る
西
念
寺
本
の
第
8
注
記
の
「
ス
」
字
は
、本
来
、書
写
者
が
『
ヌ
』

字
を
書
こ
う
と
し
て
書
き
損
じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、『
ス4

イ
』
と
見
え
る
こ
と
の

問
題
は
解
決
で
き
る
の
で
、
草
川
氏
は
、
書
き
損
じ
た
書
写
者
の
意
図
を
汲
み
取
っ
て
、「
ヌ4

イ
」
と
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
の
表
Ｂ
─

44
─
ａ
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
高
山
寺
本
の
状
況
に
か

か
わ
ら
ず
、
ま
た
、『
ヌ
』
字
を
書
こ
う
と
し
た
か
、『
ス
』
字
を
書
こ
う
と
し
た
か
と
い
う
、

書
写
者
の
意
図
を
問
う
前
に
、
客
観
的
に
見
た
場
合
の
第
一
印
象
と
し
て
、「
ス4

イ
」
と
見

え
る
こ
と
を
単
純
に
示
す
方
針
で
あ
っ
た（
（（（
（

た
め
に
、
草
川
氏
と
の
相
違
が
生
じ
た
も
の
と
考

え
る（
（（（
（

。

　

ま
た
、［
5
］
に
つ
い
て
は
、資
料
Ｂ
─

46
の
西
念
寺
本
に
示
し
た
よ
う
に
、草
川
氏
は
「
ヌ

イ
」
の
「
イ
」
字
を
、
や
や
小
字
に
記
し
て
右
寄
せ
に
し
、
一
見
し
て
「
ヌ
イ
」
が
異
本
注

記
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
資
料
Ｂ
─

44
、

資
料
Ｂ
─

50
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
実
際
の
「
イ
」
字
は
「
ヌ
」（「
ス
」）
字
と
ほ
ぼ
同
じ
大

き
さ
で
記
さ
れ
て
お
り
、
西
念
寺
本
に
お
い
て
は
、
文
字
の
大
き
さ
か
ら
は
異
本
注
記
で
あ

る
こ
と
が
積
極
的
に
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
草
川
氏
の
解
釈
に
よ
る

表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
、〈
ｂ
〉
案
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
草
川
氏
の
見
解
を
紹
介
し
、
各

写
本
の
記
載
状
況
に
つ
い
て
、
本
稿
と
の
相
違
点
を
中
心
に
確
認
し
て
き
た
が
、
草
川
氏
の

見
解
に
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
ず
、
本
稿
の
表
Ｂ
─

44
─
ａ
に
お
い
て
、

　
　

㋐　

高
山
寺
本
の
第
7
注
記
を
⑦
「
オ

□4

ヌ
カ
」
と
す
る
。

と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
草
川
氏
は
、
そ
の
3
文
字
目
の
虫
損
箇
所
を
「
ハ
」
と
推
測
し
、

　
［
7
］
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
の
記
述
を
「
オ

ハ4

ヌ
カ
」
と
解
釈
す
る
。

と
し
た
。

　

こ
の
［
7
］
は
、
虫
損
箇
所
の
問
題
を
、
伴
信
友
本
の
記
述
に
よ
っ
て
も
解
決
で
き
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
西
念
寺
本
の
異
本
が
、
高
山
寺
本
以
前
の
状
況
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と

す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
高
山
寺
本
の
記
述
は
、
必
ず
し
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
な
る
。

　

こ
こ
で
、「
西
念
寺
本
の
異
本
が
、
高
山
寺
本
以
前
の
状
況
を
伝
え
る
」
の
で
は
な
い
か

と
い
う
発
想
に
至
っ
た
の
は
、
草
川
氏
が
推
測
し
た
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
の
記
述
自
体
に

疑
問
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
、［
7
］
に
し
た
が
っ
て
、
高
山
寺
本
の

第
7
注
記
を
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
も
そ
も
改
編
本
系
の
名
義
抄
の
注
記

と
し
て
は
、

［
疑
問
1
］
第
7
注
記
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
「
オ

ハ
」
は
、
第
4
注
記
「
オ

フ
」
と
、

標
出
漢
字
「

」
の
字
義
説
明
と
し
て
内
容
的
に
重
複
す
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。

［
疑
問
2
］
熟
字
項
目
で
な
い
標
出
漢
字
「

」
一
字
の
注
記
と
し
て
「
オ

ハ
ヌ4

カ
」

の
「
ヌ
」
よ
う
な
打
消
し
を
伴
う
注
記
は
奇
妙
で
は
な
い
か
。

［
疑
問
3
］「
オ

ハ
ヌ4

カ
」
の
「
ヌ
」
が
打
消
し
の
助
動
詞
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
ヌ
」

で
は
な
く
「
ザ
ル
」
と
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。



129（6）

西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏　─異本注記の有無について─（十）

［
疑
問
4
］
熟
字
項
目
で
な
い
標
出
漢
字
「

」
一
字
の
注
記
と
し
て
「
オ

ハ
ヌ
カ4

」

の
「
カ
」
よ
う
な
疑
問
・
詠
嘆
の
表
現
を
伴
う
注
記
は
奇
妙
で
は
な
い
か
。

と
い
う
疑
問
が
発
生
す
る
。

　

ま
た
、
本
稿
の
表
Ｂ
─

44
─
ａ
に
お
い
て
、

　
　

㋑　

西
念
寺
本
の
第
7
注
記
を
⑦
「
カ

ツ4

タ
カ
」
と
す
る
。

こ
と
に
対
し
て
、草
川
氏
は
、そ
の
3
文
字
目
を
「
ツ
」
で
は
な
く
、「
ハ
」
で
あ
る
と
さ
れ
、

　
［
2
］
西
念
寺
本
の
第
7
注
記
の
記
述
を
「
カ

ハ4

タ
カ
」
と
解
釈
す
る
。

と
さ
れ
た
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、［
7
］
の
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
が
「
オ

ハ4

ヌ
カ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
以
外
に
、
3
文
字
目
を
「
ハ
」
と
す
る
理
由
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、

本
稿
の
表
Ｂ
─

44
─
ａ
に
お
い
て
、

　
　

㋒　

西
念
寺
本
の
第
8
注
記
（
異
本
注
記
）
を
⑧
「
ス4

イ
」
と
す
る
。

こ
と
に
対
し
て
、
草
川
氏
が
、

　
［
4
］
西
念
寺
本
の
第
8
注
記
の
記
述
を
「
ヌ4

イ
」
と
解
釈
す
る
。

と
さ
れ
た
こ
と
も
、［
7
］
か
ら
、
西
念
寺
本
の
第
7
注
記
の
4
文
字
目
の
「
タ
」
は
『
ヌ
』

の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、［
4
］
が
成
立
し
た
の
も
［
7
］
を
前
提
と
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
草
川
氏
の
［
7
］
に
つ
い
て
、
再
考
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

具
体
的
に
は
、
右
に
示
し
た
本
稿
の
㋐
、
㋑
、
㋒
を
前
提
と
し
て
、
標
出
漢
字
「

」
の

第
7
注
記
に
つ
い
て
、
異
本
を
含
む
西
念
寺
本
の
系
統
の
記
述
を
検
討
し
、
高
山
寺
本
以
前

の
、
名
義
抄
に
用
例
採
取
さ
れ
た
当
時
の
状
況
を
推
測
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
稿
の
表
Ｂ
─

44
─
ａ
に
お
い
て
⑦
「
カ

ツ
タ
カ
」
と
し
た
西
念
寺
本
の
第
7
注

記
に
つ
い
て
、
一
文
字
ず
つ
考
察
し
て
い
く
と
、
ま
ず
、
そ
の
第
1
文
字
目
に
つ
い
て
は
、

高
山
寺
本
・
観
智
院
本
の
記
述
（
仮
名
遣
い
の
問
題
は
除
く
）
に
し
た
が
っ
て
、「
カ
」
字

が
『
オ
』
の
誤
記
と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
く
、
草
川
説
を
支
持
す
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
西
念
寺
本
に
異
本
注
記
が
な
い
こ
と
か
ら
、
⑧
「
ス
イ
」
を
付
し
た
際
の
異
本
に
お
い

て
も
、同
様
に
『
カ
』
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、そ
の
異
本
対
照
作
業
よ
り
も
後
に
「
カ
」

と
誤
記
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
の
2
文
字
目
の
「

」
に
つ
い
て
も
、
高
山
寺
本
・
観
智
院
本
（
異
体
字
の
問
題
は
除

く
）
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
ま
ま
で
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

3
文
字
目
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
『
ツ
』
の
異
体
字
『

』
と
解
し
た
が
、「
ツ
」
と
し

た
ま
ま
で
は
、
語
義
と
し
て
意
味
不
明
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の

『

』
の
よ
う
に
見
え
る
3
文
字
目
も
、
何
ら
か
の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
た
い
。
直

ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
カ
タ
カ
ナ
『
ホ
』
の
異
体
字
『

』
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、『

』
が
『

』
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
時
期
が
、
異
本
対
照
後
に
西

念
寺
本
の
側
で
行
わ
れ
た
転
写
の
際
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
異
本
対
照
時
に
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
指
摘
が
な
か
っ
た
こ
と
と
も
齟
齬
し
な
い
。

　

そ
し
て
、
第
8
注
記
（
異
本
注
記
）
の
記
載
が
㋒
の
「
ス4

イ
」
で
あ
る
と
解
釈
し
た
こ
と

が
、
異
本
対
照
者
の
意
図
ど
お
り
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
西
念
寺
本
の
異
本
に
お
け
る
第
7

注
記
の
4
文
字
目
は
『
ス
』
字
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
西
念
寺
本
の
第
7
注
記
⑦
「
カ4

ツ
タ
4

4

カ
」
に
対
し
て
、
そ
の
異

本
に
お
い
て
は
、『
オ4

4

ス4

カ
』
と
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
推
測
を
重
ね
て
、
こ
の
『
オ4

4

ス4

カ
』
の
最
後
の
カ
タ
カ
ナ
の
『
カ
』
字
を
、

漢
字
『
也
』
字
で
あ
っ
た
と
考
え
る
と
、『
オ

ス
也4

』
と
い
う
形
を
想
像
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

漢
字
『
也
』
の
異
体
字
は
、カ
タ
カ
ナ
の
『
ヤ
』
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

カ
タ
カ
ナ
の
『
ヤ
』
に
類
似
し
た
『
也
』
字
か
ら
カ
タ
カ
ナ
の
『
カ
』
へ
の
誤
写
が
生
じ
た

と
考
え
る
わ
け
で
あ
る（
（（（
（

。

　

こ
の
『
オ

ス
也
』
が
、
用
例
採
取
時
の
本
来
の
形
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、［
疑

問
1
］
か
ら
［
疑
問
4
］
ま
で
を
解
消
で
き
る
。
そ
し
て
、『
オ

ス
也
』
で
あ
っ
た
も

の
が
、
転
写
を
経
る
過
程
に
お
い
て
、
誤
写
が
発
生
し
、
伴
信
友
本
の
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の

形
に
ま
で
変
化
し
た
と
考
え
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

オ

ス

也
（
西
念
寺
本
の
異
本
系
統
）

↓

↓

↓

オ

ハ

ヌ

カ
（
伴
信
友
本
）
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こ
の
『
オ

ス
也
』
案
の
第
一
の
問
題
は
、
資
料
Ｂ
─

47
に
示
し
た
高
山
寺
本
系
統
の

伴
信
友
本
に
、
声
点
付
き
で
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

西
念
寺
本
の
異
本
の
記
述
を
、
高
山
寺
本
成
立
以
前
の
も
の
と
考
え
て
推
測
し
て
い
る
と

は
言
う
も
の
の
、
観
智
院
本
の
篇
目
の
、
い
わ
ゆ
る
凡
例
に
「
片
假
名
有
朱
點
者
皆
有
證
據
」

と
あ
る
こ
と
が
、
高
山
寺
本
の
系
統
に
お
い
て
も
適
用
で
き
る
と
す
れ
ば
、
朱
の
声
点
が
付

さ
れ
て
い
る
伴
信
友
本
の
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
5
文
字
に
対
し
て
も
、
特
別
に
慎
重
な
転
写

作
業
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
伴
信

友
本
の
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
と
い
う
記
載
に
誤
写
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
に

な
り
、例
え
ば
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
末
尾
の
「
カ
」
に
上
声
の
朱
点
が
付
さ
れ
て
い
る
以
上
、

カ
タ
カ
ナ
「
カ
」
が
漢
字
『
也
』
の
誤
写
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
観
智
院
本
の
凡
例
執
筆
当
時
に
お
け
る
朱
点
に
対
す
る

方
針
に
基
づ
く
類
推
で
あ
る
か
ら
、
凡
例
成
立
以
後
に
転
写
が
存
在
し
て
い
た
場
合
に
は
、

朱
点
に
対
す
る
意
識
が
変
質
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
観
智
院
本
成
立
以

前
の
「
朱
点
」
に
も
「
證
據
」
と
し
て
の
意
識
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
確
証
も
な
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
山
寺
本
と
観
智
院
本
の
凡
例
と
が
無
関
係
で
あ
る
場
合
に
は
、
朱
点

の
価
値
が
相
違
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
、
高
山
寺
本
に
お
い
て
、
朱
点
が
付
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

カ
タ
カ
ナ
注
記
の
記
述
が
誤
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
は
実
在
す
る（
（（（
（

。そ
れ
ら
の
誤
写
例
が
、

観
智
院
本
の
「
片
假
名
有
朱
點
者
皆
有
證
據
」
と
同
様
の
精
神
を
前
提
と
し
た
上
で
の
誤
写

な
の
か
ど
う
か
は
、
勿
論
、
不
明
で
あ
る
が
、
高
山
寺
本
に
お
い
て
、
朱
点
が
付
さ
れ
て
い

る
注
記
に
お
い
て
も
、書
写
者
が
書
き
損
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
の
問
題
と
し
て
、『
オ

ス
也
』
か
ら
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
へ
変

化
す
る
際
に
は
、
3
箇
所
の
誤
記
が
発
生
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
点
は
、
や
は
り
、
無
理
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
人
為
的
な
ミ
ス
の
発
生
は
確

率
の
問
題
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
点
に
お
い
て
、『
オ

ス
也
』
案
に
は
、

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う（
（（（
（

。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
、
草
川
氏
の
［
7
］
の
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
解
釈
が
正
し
い
場
合
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
先
の
［
疑
問
4
］
の
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
末
尾
の
「
カ
」
に
つ
い
て
、
草
川
氏

の
解
釈
［
8
］
と
資
料
Ｂ
─

47
の
伴
信
友
本
の
記
述
に
し
た
が
え
ば
、
上
声
の
点
が
一
つ
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
カ
」
は
清
音
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
こ

の
「
カ
」
は
格
助
詞
や
接
続
助
詞
で
は
な
く
、
係
助
詞
、
副
助
詞
、
終
助
詞
の
い
ず
れ
か
で

あ
り
、
疑
問
、
も
し
く
は
詠
嘆
の
意
を
表
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

改
編
本
系
の
名
義
抄
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
は
、
転
写
者
が
底
本
の
記
述
に
何
ら
か
の
疑

問
を
感
じ
た
り
、
不
確
か
な
情
報
を
記
載
す
る
際
に
、『
～
歟
』
の
形
で
、
そ
の
意
を
示
す

こ
と
が
あ
る
が
、『
歟
』
字
が
カ
タ
カ
ナ
『
カ
』
に
替
え
ら
れ
て
い
る
確
例
は
な
い
よ
う
で

あ
る
か
ら
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
「
カ
」
は
、
記
述
に
対
す
る
疑
問
や
不
確
か
さ
を
表
現
し

た
も
の
で
は
な
く
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
全
体
で
用
例
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る（
（（（
（

。

　
［
疑
問
1
］
の
、
単
字
の
標
出
漢
字
の
項
目
に
同
じ
カ
タ
カ
ナ
注
記
が
記
載
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
漢
和
辞
典
と
し
て
不
体
裁
で
あ
る
か
ら
、
確
か
に
奇
妙
な
こ
と
で
は
あ
る（
（（（
（

。

　

し
か
し
、
本
稿
の
資
料
Ｂ
─

44
の
、
例
え
ば
、
高
山
寺
本
の
場
合
は
、
第
4
注
記
「
オ

フ
」

に
対
し
て
第
7
注
記
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
と
あ
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
よ
り
、

同
じ
注
記
を
採
取
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
別
注
記
と
し
て
採
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
問
題
な
の
は
、
第
4
注
記
「
オ

フ
」
の
方
が
、
標
出
漢
字
「

」
の

和
訓
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、第
7
注
記
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
方
は
、「
オ

ハ
」
を
「
ヌ
」

が
打
ち
消
し
て
い
る
こ
と
で
、
標
出
漢
字
「

」
自
体
の
字
義
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
使
用
例
の
一
つ
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
類
例
と
し
て
、
末
尾
が
『
～
ヌ
カ
』
と
な
る
用
例
を
探
し

た
と
こ
ろ
、
資
料
Ｂ
─

53
に
示
し
た
と
お
り
、
標
出
漢
字
「
爲
」
の
注
記
に
一
例
、「
誘
」
の

注
記
と
し
て
は
三
写
本
に
各
一
例
ず
つ
が
管
見
に
入
っ
た
。

　

実
は
、
資
料
Ｂ
─

53
の
観
智
院
本
の
「
爲
」
項
目
（
僧
下
79
）
に
は
、「
せ
（
上
）
ヌ
（
平
）

カ
（
平
）」
と
は
別
に
「
ス
（
平
）」
お
よ
び
「
せ
（
平
）」
の
注
記
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
一

つ
の
標
出
漢
字
に
同
じ
動
詞
が
別
の
形
で
用
例
採
取
さ
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に

声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
資
料
Ｂ
─

44
の
、
例
え
ば
高
山
寺
本
の
「

」
項
目

に
お
け
る
「
オ

フ
」
と
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
関
係
と
類
似
し
て
い
る
。

資料B−53
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「
誘
」
項
目
の
場
合
は
、図
書
寮
本
に
お
い
て
は
「
見
（
平
）
チ
（
上
）
ヒ
（
上
濁
）
カ
〈
虫
損
〉

ヌ
（
上
）
カ
（
平
）」
と
あ
り
、『
見
チ
ヒ
ク
』
等
の
注
記
は
な
い
。
観
智
院
本
に
お
い
て
「
ミ

（
上
）
チ
（
上
）
ヒ
（
上
濁
）
カク（
平
（（

上
）
ヌ
（
上
）
カ
（
平
）」
と
し
て
、「
ク
（
平
）」
を
4
文
字
目

の
「
カ
（
上
）」
の
右
に
記
し
て
い
る
の
は
、
終
止
形
『
ミ
チ
ヒ
ク
』
の
例
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
図
書
寮
本
以
降
、
例
え
ば
改
編
本
系
の
成
立
時
に
お
い
て
、
辞
書
的
な
体
裁
を
意
識

さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
い
て
、「
道
（
上
）
ヒ
（
上
濁
）
ク
（
平
）」
と
「
ヌ
（
上
）
カ
（
平
）」

と
二
つ
に
分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は（
（（（
（

、「
道
ヒ
カ
ヌ
カ
」
と
い
う
記
述
が
、

今
回
の
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
と
同
様
に
、
あ
る
転
写
者
に
異
様
に
思
わ
れ
て
、
本
来
、
例
え
ば
、

3
文
字
目
が
観
智
院
本
の
よ
う
に
『
道
ヒ
カク

ヌ
カ
』
と
あ
っ
た
も
の
を
、『
ク
』
の
記
述
が

3
文
字
目
の
『
カ
』
を
訂
正
し
て
い
る
も
の
と
勘
違
い
し
て
、『
道
ヒ
ク
』
で
一
注
記
と
考

え
て
し
ま
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
残
さ
れ
た
「
ヌ
カ
」
だ
け
で
は
意
味
を
な
さ

な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
は
考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

末
尾
が
『
～
ヌ
カ
』
と
な
る
用
例
に
つ
い
て
は
、
珍
し
い
例
で
あ
る
と
同
時
に
、
資
料
Ｂ

─

53
の
用
例
す
べ
て
に
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
声
点
を
伴
う
例
で
あ
る
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
や
は
り
、
項
目
内
の
終
止
形
で
な
い
注
記
に
つ
い
て

は
、
辞
典
と
し
て
の
不
体
裁
を
意
識
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

右
に
よ
り
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
は
孤
例
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
極
め
て
珍
し

い
用
例
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
、『
～
ヌ
カ
』
の
形
の
例
に
は
用
例
採
取
時
に
、
何
ら
か
の

共
通
点
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

さ
て
、［
疑
問
3
］
の
、
そ
の
打
消
し
の
助
動
詞
が
「
ヌ
」
で
あ
っ
て
よ
い
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
も
、
朱
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
特
性
を
尊
重
し
、
現

状
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
も
そ
も
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
「
ヌ
」
に
つ
い
て
は
、
上

椄
す
る
「
オ

ハ
」
が
未
然
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
ヌ
」
は
打
消
し
の
助
動
詞
の

連
体
形
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
『
ザ
ル
』
で
は
な
く
、「
ヌ
」
で
あ
る
こ
と
は
、
名

義
抄
の
成
立
年
代
を
考
え
る
と
不
自
然
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が（
（（（
（

、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

小
林
芳
規
氏
が
、

「
ヌ
」「
ネ
」
は
、（
中
略
）
平
安
初
期
で
も
加
點
年
時
の
古
い
方
の
資
料
に
多
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。（
（（（
（

と
さ
れ
、
ま
た
、

「
ヌ
」「
ネ
」
が
後
世
「
ザ
ル
」「
ザ
レ
」
に
訓
み
變
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
漢
文
訓
讀
史
上

の
顕
著
な
事
象
で
あ
る
が
、
そ
の
新
形
の
「
ザ
ル
」「
ザ
レ
」
は
平
安
初
期
も
末
頃
に
は
、

（
中
略
）
既
に
顏
を
出
し
て
い
て
、
助
動
詞
承
接
の
補
助
用
法
と
し
て
だ
け
で
な
く
「
ヌ
」

「
ネ
」
と
同
じ
用
法
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
（（（
（

と
さ
れ
て
い
る
。

　

と
す
れ
ば
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
を
記
載
し
て
い
た
原
典
が
、
平
安
初
期
の
中
で
も
早
い
時

期
に
成
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
何
ら
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
名
義
抄
の

注
記
の
出
典
に
お
い
て
は
、
万
葉
集
や
古
事
記
か
ら
も
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
あ
り
得
る
こ

と
で
あ
る
。

　

以
上
、
草
川
説
を
確
認
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
は
、確
か
に
珍
し
い
用
例
で
、4
文
字
目
の
「
ヌ
」

を
打
消
し
の
意
で
考
え
る
以
上
、
標
出
漢
字
「

」
の
和
訓
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
が
、
孤

例
で
は
な
く
、
古
い
時
期
の
例
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
し
た
事
情
で
あ
れ
ば
、
標
出

漢
字
「

」
の
直
接
的
な
和
訓
で
は
な
い
も
の
の
、
用
例
と
し
て
採
取
し
た
理
由
も
、
そ
の

あ
た
り
に
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
稿
で
は
、［
疑
問
1
］
～
［
4
］
を
解
決
す
る
た
め
に
、
西
念
寺
本
の
第
7
注
記
を
『
オ

ス
也
』
と
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
右
の
検
討
に
よ
り
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
が
あ

り
得
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、『
オ

ス
也
』
案
は
、
や
は
り
推
測
を
重
ね

す
ぎ
て
い
る
と
い
う
恨
み
が
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
の
結
論
と
し
て
は
、

〈
ｂ
〉
西
念
寺
本
の
⑧
「
ス
イ
」
は
、
3
行
目
の
⑦
「
カ

ツ
タ
カ
」
の
「
タ
」
に
対
す

る
異
本
注
記
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。

と
考
え
る
。
し
か
し
、
⑧
「
ス
イ
」
は
『
ヌ
イ
』
の
誤
記
で
あ
り
、
ま
た
、
⑦
「
カ

ツ
タ

カ
」
は
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
誤
記
で
あ
る
と
考
え
る（

（（（
（

。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
本
稿
を
分
載
致
し
ま
す
。
以
下
続
。
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注
　
記

（
165
）
因
に
、
資
料
Ｂ
─

44
の
西
念
寺
本
の
④
「
オ

フ
」
の
「

」
字
に
は
、「

」
字
の
字
画
で
は
な
い
二

つ
の
「
丶
」
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
箇
所
を
模
写
し
、
拡
大
し
た
も
の
を
資
料
Ｂ
─

45
に
示
す
。
資
料
Ｂ
─

45
の
「

」
字
の
下
に
見
え
る
の
は
④
「
オ

フ
」
の
「
フ
」
字
の
上
部
と
、

そ
の
左
に
存
す
る
「
丶
」
の
字
画
の
上
部
で
あ
る
。

資
料
Ｂ
─

45
に
示
し
た
と
お
り
、
資
料
Ｂ
─

44
の
西
念
寺
本
の
④
「
オ

フ
」
の
「

」
字
が
記
さ
れ

て
い
る
箇
所
で
は
、「

」
字
の
字
画
と
二
つ
の
「
丶
」
が
、
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
二
つ
の
「
丶
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
第
一
案
と
し
て
、
単
純
な
「
見
せ
消
ち
」
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
が
浮
か
ぶ
が
、
と
す
る
と
、
二
つ
の
「
丶
」
の
記
入
者
が
、「
④
『
オ

フ
』
は
『
オ
フ
』

で
あ
る
こ
と
が
正
し
い
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
④
「
オ

フ
」
が
標

出
漢
字
「

」
の
注
記
と
し
て
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
点
か
ら
す
る
と
、『
オ
フ
』
が
本
来
の
姿
で
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
次
に
第
二
案
と
し
て
、〈
ａ
〉
案
に
し
た
が
っ
て
、
異
本
で
『
オ
ス
フ
』
と

あ
る
こ
と
を
強
く
示
す
た
め
に
、
二
つ
の
「
丶
」
を
追
記
す
る
こ
と
で
名
義
抄
利
用
者
に
対
し
て
注

意
を
喚
起
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
案
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、仮
に
、異
本
で
は
④
「
オ

フ
」

の
「

」
字
が
『
ス
』
で
あ
っ
た
場
合
に
、
異
本
注
記
⑧
「
ス
イ
」
を
記
し
た
も
の
の
、
そ
れ
だ
け

で
は
「

」
字
を
改
め
た
い
気
持
ち
が
収
ま
ら
ず
、「

」
字
を
二
つ
の
「
丶
」
で
「
見
せ
消
ち
」
す

る
こ
と
で
万
全
を
期
し
た
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
④
「
オ

フ
」
の

語
彙
自
体
に
不
審
が
な
く
、「

」
字
の
字
形
に
も
不
審
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「

」
字
を
否

定
す
る
よ
う
な
書
き
込
み
を
加
え
る
の
は
、
や
は
り
、
不
自
然
な
行
為
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
、
異
本

と
の
相
違
は
、
異
本
注
記
の
み
で
示
す
の
が
通
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
そ
う
し
た
過
剰
な
行

為
は
あ
り
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
第
三
案
と
し
て
、
二
つ
の
「
丶
」
に
つ
い
て
は
、「

」
字
に
対
す
る
声
点
だ
っ
た
も
の
が
変
形
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
浮
か
ぶ
。
資
料
Ｂ
─

44
の
西
念
寺
本
の
④
「
オ

フ
」
に
相
当
す
る
観
智
院
本
の
④
「
オ
ヨ
フ
」
と
高
山
寺
本
の
④
「
オ

フ
」
を
見
る
と
、
い
ず
れ
に
も
、
三
文
字
そ
れ
ぞ
れ
に
（
上
声
）（
上
声
）（
平
声
濁
）
の
点
が
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、西
念
寺
本
の
④
「
オ

フ
」
の
「

」
に
見
え
る
二
つ
の
「
丶
」

は
、
本
来
、「
オ
」
字
に
対
す
る
上
声
点
と
、「

」
字
に
対
す
る
上
声
点
だ
っ
た
も
の
で
、「
オ
」
字

に
対
す
る
上
声
点
が
、
誤
っ
て
「

」
字
に
重
な
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、「

」
字

に
二
つ
の
「
丶
」
が
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
も
、
や
は
り
、
声
点
と
仮
定
す
る
「
丶
」
が
「

」
字
と
重
な

る
こ
と
自
体
、
不
審
で
あ
る
し
、
ま
た
、
そ
の
場
合
、
④
「
オ

フ
」
の
「
フ
」
に
お
い
て
は
平
声

濁
と
な
る
は
ず
の
と
こ
ろ
が
上
声
の
位
置
に
「
丶
」
一
つ
に
な
っ
て
い
る
点
が
齟
齬
す
る
。
さ
ら
に
、

そ
も
そ
も
、「

」
字
と
、
二
つ
の
「
丶
」
と
、
ど
ち
ら
が
先
に
記
さ
れ
た
か
は
、
見
か
け
上
か
ら
は

判
断
で
き
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
第
四
案
と
し
て
、
例
え
ば
、「
汚
れ
」
と
し
て
、
二
つ
の
「
丶
」

が
先
に
記
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
偶
然
、「

」
字
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
但
し
、
第
一
案
～
四
案
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
合
理
的
な
行
動
か
ら
外
れ
る
の
が

西
念
寺
本
の
特
徴
な
の
だ
と
言
え
ば
、
そ
れ
を
否
定
し
に
く
い
と
い
う
現
実
も
あ
る
。
本
稿
に
お
い

て
は
、〈
ａ
〉
案
を
採
用
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
西
念
寺
本
の
④
「
オ

フ
」
と
⑤
「
ス
イ
」
と
は
無

関
係
と
す
る
の
で
、「

」
字
の
二
つ
の
「
丶
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
こ
と
と
し
、

別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

（
166
）（
14
）
の
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
に
お
い
て
、草
川
昇
氏
は
和
訓
の
見
出
し
語
と
し
て
「
ヲ

ヨ
ハ
ヌ
カ
」
の
項
目
を
立
て
、
本
稿
の
資
料
Ｂ
─

44
の
観
智
院
本
、
西
念
寺
本
、
高
山
寺
本
に
お
け
る

当
該
の
用
例
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
167
）（
14
）
の
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
の
各
巻
冒
頭
の
凡
例
に
、
そ
の
旨
の
記
述
が
あ
る
。

高
山
寺
本
の
複
製
本
に
つ
い
て
は
（
3
）
参
照
。

（
168
）
さ
ら
に
、
高
山
寺
本
の
第
7
注
記
の
3
文
字
目
に
つ
い
て
、
左
側
の
虫
損
箇
所
の
下
の
残
存
部
分
に
は
、

仮
に
『
ハ
』
字
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
1
画
目
の
字
画
《

》
の
終
筆
部
と
な
る
部
分
が
、
わ

ず
か
に
見
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、（
3
）
の
高
山
寺
本
の
複
製
本
の
状
況
か
ら
は
断
定
す

る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
な
お
、（
3
）
の
観
智
院
本
の
複
製
本
の
風
間
書
房
版
の
第
二
巻
に
所
収
の

長
嶋
豊
太
郎
『
類
聚
名
義
抄
仮
名
索
引
』
に
お
い
て
は
「
ヲ
ヨ
（
は
髙
）
ヌ
カ
」（

）
の
項
目
を
立
て
、

〔
○
髙
夲
オ

ハ
ヌ
カ
と
あ
る
に
よ
る
〕と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、声
点
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

（
169
）
資
料
Ｂ
─

44
に
も
示
し
た
と
お
り
、（
3
）
の
高
山
寺
本
の
複
製
本
の
状
況
か
ら
、
第
7
注
記
の
3
文
字

目
に
つ
い
て
、
虫
損
箇
所
の
左
側
の
残
存
部
分
に
「
朱
点
ら
し
き
も
の
」
が
一
つ
存
在
す
る
こ
と
は

確
認
で
き
る
が
、
濁
声
点
と
し
て
、
朱
点
が
二
つ
並
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
本
稿
の
（
168
）
に
お
い
て
、「『
ハ
』
字
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
1
画
目
の
字
画
《

》

の
終
筆
部
と
な
る
部
分
が
、わ
ず
か
に
見
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
た
も
の
を
、草
川
氏
は
、

濁
声
点
の
一
部
と
考
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、『
ハ
』
字
の
1
画
目
《

》
の
下
部
で
あ
れ
ば
、

そ
の
位
置
は
平
声
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、上
声
の
濁
点
の
一
部
の
は
ず
の
「
朱
点
ら
し
き
も
の
」

と
は
、「
高
さ
」
が
合
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、「
朱
点
ら
し
き
も
の
」
を
、
草
川
氏
が
『
ハ
』

字
に
対
す
る
濁
声
点
で
あ
る
と
解
釈
し
た
根
拠
は
、『
ハ
』
字
が
記
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
場
所
か
ら
「
朱

点
ら
し
き
も
の
」
ま
で
の
間
隔
が
広
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
『
ハ
』
字
の
2
画
目
《

》
と
推
測
さ
れ
た
字
画
の
記
載
位
置
か
ら
、『
ハ
』
字
の
1
画
目

に
相
当
す
る
は
ず
の
字
画
《

》
の
位
置
を
推
測
し
、さ
ら
に
、そ
の
位
置
か
ら
「
朱
点
ら
し
き
も
の
」

資料B−45
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の
位
置
を
考
え
る
と
、
字
画
《

》
と
「
朱
点
ら
し
き
も
の
」
の
間
に
は
、
も
う
一
つ
「
朱
点
」
を

書
き
込
め
る
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
存
在
す
る
と
推
測
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、「
朱

点
ら
し
き
も
の
」
の
位
置
は
、『
ハ
』
字
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
や
や
『
ハ
』
か
ら
離
れ
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
な
く
も
な
い
の
で
、
虫
損
部
分
に
二
つ
目
の
「
朱
点
」
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
推
測
も
、

可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
170
）（
38
）
の
望
月
郁
子
氏
の
『
類
聚
名
義
抄
四
種
声
点
付
和
訓
集
成
』
に
よ
る
。
望
月
氏
も
高
山
寺
本
に

つ
い
て
は
（
3
）
の
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
の
複
製
本
を
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
171
）「
ハ
」
字
の
声
点
に
つ
い
て
は
（
169
）
参
照
。
望
月
・
草
川
説
に
よ
り
、
当
該
箇
所
を
「
オ

ハ
ヌ
カ
」

と
解
釈
し
た
場
合
、（
3
）
の
高
山
寺
本
の
複
製
本
に
お
い
て
は
、「
ヌ
」
字
、「
カ
」
字
の
左
側
に
も
、

上
声
の
朱
点
ら
し
い
「
・
」
が
一
つ
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
や
や
色
が
薄
く
、
モ
ノ

ク
ロ
印
刷
の
複
製
本
と
し
て
は
、
裏
面
の
墨
が
滲
ん
で
、
当
該
頁
に
見
え
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
な
く
も
な
く
、
判
然
と
し
な
い
。
声
点
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
明
確
で
な
い
と
こ
と

か
ら
、
本
稿
の
資
料
Ｂ
─

44
で
は
、「
ヌ
」、「
カ
」
の
左
側
に
は
何
も
付
記
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
望

月
氏
が
「
ヌ
」、「
カ
」
に
対
す
る
声
点
を
記
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
の
も
、
本
稿
と
同
様
に
考
え
ら
れ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、望
月
氏
が
「
ハ
」
字
に
対
す
る
声
点
を
記
載
し
な
か
っ
た
の
は
、

虫
損
の
た
め
に
濁
声
点
か
ど
う
か
の
確
認
が
得
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

（
172
）
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
高
山
寺
本
類
聚
名
義
抄　

附
観
智
院
本
対
照
和
訓
索
引
』

（
国
語
国
文
202　

別
刊
2　

昭
和
26
年
3
月
）
の
写
真
複
製
（
23
左
）
に
よ
る
。
写
真
は
小
さ
い
が
、「
オ

（
上
）

（
上
）
ハ
（
上
濁
）
ヌ
（
上
）
カ
（
上
）」
と
あ
る
こ
と
が
充
分
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
索
引

に
お
い
て
も
同
じ
く
記
載
が
あ
り
、
編
者
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
173
）（
14
）
の
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
の
凡
例
に
は
、
見
出
し
語
に
つ
い
て
は
、「
歴
史
的
仮

名
遣
い
を
原
則
と
」
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
項
を
「
ヲ
ヨ
ハ
ヌ
カ
」
と
し
て
、
語
頭

を
「
ヲ
」
と
す
る
の
は
、「
和
訓
の
順
序
は
最
も
和
訓
数
の
多
い
完
本
の
観
智
院
本
（
仏
、
法
、
僧
）

を
基
に
、
ア
イ
ウ
エ
オ
順
に
配
列
」
す
る
方
針
と
混
用
さ
れ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

（
174
）
資
料
Ｂ
─

48
に
お
い
て
は
、
西
念
寺
本
の
⑦
「
カ

ツ4

タ
カ
」
の
3
文
字
目
を
中
程
に
示
し
た
。
そ
の

下
に
見
え
る
の
は
、
4
文
字
目
の
カ
タ
カ
ナ
「
タ
」
字
の
上
部
で
あ
る
。

（
175
）
仮
に
、
こ
こ
の
3
文
字
目
を
、
カ
タ
カ
ナ
の
『
ハ
』
と
『
声
点
』
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
と
す
る
と
、

草
川
氏
が
、
資
料
Ｂ
─

46
の
西
念
寺
本
に
お
い
て
、「
カ

ハ
タ
カ
」
の
「
ハ
」
字
の
左
に
声
点
を
記

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
。（
14
）の『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』に
お
け
る
、

声
点
に
つ
い
て
「
西
念
寺
本
の
位
置
は
不
確
か
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
よ
り
、
無
視
さ
れ
た
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
そ
う
す
る
と
、
声
点
に
つ
い
て
は
、「
原
本
の
ま
ま
の
位
置
に
付
」
す
と
い
う
同
書

の
凡
例
の
方
針
か
ら
は
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

（
176
）
西
念
寺
本
の
「
凡
例
」
に
つ
い
て
は
、小
林
恭
治
「
西
念
寺
本
系
類
聚
名
義
抄
三
本
の
比
較
に
つ
い
て
」

（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
34
号　

第
一
部　

国
語
・
国
文
学
編　

平
成
9
年
3
月
）
の
資
料
2
に
翻
刻
を

紹
介
し
た
が
、
そ
の
中
に
「

ツ　

異
」
の
記
載
が
あ
る
。

（
177
）（
1
）
の
渡
辺
実
氏
は
、
西
念
寺
本
の
書
写
は
、「
甲
」「
乙
」
2
名
が
10
丁
ず
つ
交
互
に
分
担
書
写
し

て
い
る
と
さ
れ
、「
甲
」
が
「
凡
例
」
を
含
む
1
～
10
丁
、
21
～
30
丁
、
41
～
50
丁
を
担
当
し
、「
乙
」

が
11
～
20
丁
、
31
～
40
丁
、
51
～
58
丁
を
担
当
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
資
料

Ｂ
─

44
の
標
出
漢
字
「

」
の
記
載
が
あ
る
西
念
寺
本
の
25
丁
ウ
ラ
は
「
甲
」
の
手
に
よ
る
も
の
と
な

る
が
、「
甲
」「
乙
」
と
も
に
現
代
の
「
ツ
」
と
同
じ
字
体
の
も
の
と
、
異
体
字
の
「

」
の
両
方
を

使
用
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、「
甲
」
の
担
当
す
る
箇
所
か
ら
、
異
体
字
の
「

」
の
一
例
と
し
て
、

資
料
Ｂ
─

49
に
標
出
漢
字
「
債
」（
10
丁
ウ
ラ
）
の
カ
タ
カ
ナ
注
記
「
ナ

シ
」
を
模
写
し
た
も
の

を
左
に
示
す
。「

」
の
2
画
目
の
《
丶
》
が
そ
の
他
の
《
丶
》
と
比
べ
て
、
や
や
小
さ
い
と
こ
ろ
は

資
料
Ｂ
─

48
の
状
況
と
類
似
し
て
い
る
。

（
178
）
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
本
稿
全
体
の
原
則
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
主
観
的
な
偏
見
が
介
在
す
る
怖
れ

も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
直
感
的
な
判
断
に
迷
う
ケ
ー
ス
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の

場
合
に
は
、
そ
の
後
の
考
察
が
徒
に
煩
雑
に
な
る
だ
け
の
判
断
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
判
断

の
基
準
は
第
一
印
象
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
の
で
、
曖
昧
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
も
実
情
で

あ
る
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
ソ
フ
ト
の
よ
う
な
機
械
的
な
処
理
を
採
用
す
る
の
も
、
毛
筆
、
手
書
き
の

資
料
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
不
向
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

（
179
）
な
お
、
後
付
け
の
理
屈
で
は
あ
る
が
、
資
料
Ｂ
─

50
の
西
念
寺
本
の
第
8
注
記
の
1
文
字
目
の
1
画
目

の
《

》
に
お
い
て
、そ
の
「
横
画
」
の
運
筆
が
相
対
的
に
短
く
、左
払
い
が
縦
長
に
見
え
る
の
は
、『
ス
』

字
を
行
の
狭
間
に
小
字
で
記
そ
う
と
し
て
、
左
右
の
行
と
の
間
隔
を
意
識
し
た
た
め
に
、
横
方
向
の

運
筆
を
遠
慮
し
て
、
つ
い
短
め
に
運
筆
し
た
結
果
、《

》
の
字
画
が
縦
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も

説
明
で
き
、
ま
た
、
2
画
目
の
《

》
が
1
画
目
《

》
の
「
払
い
」
を
貫
い
て
し
ま
っ
た
の
も
、

同
様
に
、
行
間
を
意
識
し
て
2
画
目
《

》
の
起
筆
部
分
を
、
つ
い
左
に
寄
せ
て
し
ま
っ
た
た
め
で

あ
る
と
も
説
明
で
き
る
。

（
180
）
こ
の
場
合
、『
也
』
字
に
声
点
は
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
、
末
尾
に

『
也
』
字
を
有
す
る
カ
タ
カ
ナ
注
記
と
し
て
は
、

観
智
院
本
に
、

　
　

・
カ
ヒ
ノ
音
也
（
嘶
・
仏
中
52
）

　
　

・
オ
ホ
キ
也
（
墳
・
法
中
67
）
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・
ノ
ミ
也
（

・
法
中
131
）

　
　

・
ノ
ミ
也
（

・
法
中
149
）

　
　

・
ア
キ
ラ
カ
也
（

・
法
下
43
）

高
山
寺
本
に
、

　
　

・
タ
オ
ヤ
カ
也
（
―
（

）

・
55
オ
）

　
　

・
カ
ヒ
ノ
音
也
（
嘶
・
74
ウ
）

鎮
国
守
国
神
社
本
に
、

　
　

・
タ
ヒ
ラ
カ
也
（
正
・
上
17
オ
）

　
　

・
ヲ
ロ
カ
也
（
魯
・
上
67
ウ
）

　
　

・
ス
ミ
ヤ
カ
也
（

・
上
67
ウ
）

の
例
が
管
見
に
入
っ
た
。
動
詞
の
連
体
形
に
下
接
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
が
、
観
智
院
本
・
高
山
寺

本
の
「
カ
ヒ
ノ
音
也
」
な
ど
の
よ
う
に
名
詞
に
下
接
す
る
例
は
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
参
考
ま
で
に
、
カ
タ
カ
ナ
の
『
ヤ
』
を
『
カ
』
に
誤
記
し
た
例
と
し
て
、（
14
）
の
『
五
本
対

照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
に
お
け
る
『
ヤ
』
字
か
ら
は
じ
ま
る
「
和
訓
」
で
、語
頭
の
『
ヤ
』
を
『
カ
』

と
し
て
「（
マ
マ
）」
と
付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
探
し
た
と
こ
ろ
、

観
智
院
本
に
、

　
　

・
ヤ
ス
シ　

→　

カ
（
マ
マ
（ス

シ
（

・
仏
上
29
）

　
　

・
ヤ
ナ　

→　

カ
（
マ
マ
（ナ

（

・
僧
中
8
）

　
　

・
ヤ
ハ
ラ
ク　

→　

カ
（
マ
マ
（ハ
ラ
ク
（
僧
・（
上
上
上
平
濁
）・
仏
上
2
）

　
　

・
ヤ
フ
ル　

→　

カ
（
マ
マ
（フ
ル
（
倨
・
仏
上
17
）

　
　

・
ヤ
フ
ル　

→　

カ
（
マ
マ
（フ
ル
（

・
仏
上
38
）

　
　

・
ヤ
フ
ル　

→　

カ
（
マ
マ
（フ
ル
（

・
法
中
74
）

　
　

・
ヤ
マ
ト　

→　

カ
（
マ
マ
（

ト
（
倭
・
仏
上
22
）

　
　

・
ヤ
マ
ヒ　

→　

カ
（
マ
マ
（

ヒ
（

・
仏
中
117
）

　
　

・
ヤ
リ
ミ
ツ　

→　

カ
（
マ
マ
（リ
ミ
ツ
（
潺
・
法
上
7
）

鎮
国
守
国
神
社
本
に
、

　
　

・
ヤ
フ
サ
ガ
ル　

→　

カ
（
マ
マ
（フ
サ
カ
ル
（

・（
平
平
平
上
濁
平
）・
下
二
130
オ
）

　
　

・
ヤ
フ
ル　

→　

カ
（
マ
マ
（フ
ル
（

・
下
一
37
ウ
）

　
　

・
ヤ
フ
ル　

→　

カ
（
マ
マ
（フ

ル
（

・（
平
平
濁
上
）・
下
一
63
ウ
）

　
　

・
ヤ
ブ
ル　

→　

カ
（
マ
マ
（フ

ル
（

・
下
一
67
オ
）

　
　

・
ヤ
ム　

→　

カ
（
マ
マ
（ム

（
眺
・
上
55
オ
）

　
　

・
ヤ
ム　

→　

カ
（
マ
マ
（ム
（

・
中
6
ウ
）

　
　

・
ヤ
ム　

→　

カ
（
マ
マ
（ム

（

・
中
32
オ
）

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
高
山
寺
本
に
お
い
て
は
、
用
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
漢
字
『
也
』
字
を

カ
タ
カ
ナ
『
カ
』
に
誤
記
し
た
例
も
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
181
）（
14
）
の
草
川
氏
の
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
の
高
山
寺
本
に
お
い
て
、カ
タ
カ
ナ
に
「（
マ

マ
）」
と
付
さ
れ
て
、誤
記
と
考
え
ら
れ
た
和
訓
で
、朱
点
が
一
部
分
で
も
付
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、

資
料
Ｂ
─

51
の
6
例
が
管
見
に
入
っ
た
。

資
料
Ｂ
─

51
の
「
和
訓
」
の
欄
に
つ
い
て
は
草
川
氏
の
表
記
に
し
た
が
い
、「
高
山
寺
本
」
の
用
例
の

記
載
に
つ
い
て
は
（
3
）
の
複
製
本
を
参
照
し
た
。
4
例
目
の
「
ヌ
ス
ヒ
ト
」
の
「
標
出
漢
字
」
が

二
つ
に
な
っ
て
い
る
の
は
、「
盗
─

（
人
）」
と
「
不
良
─

（
人
）」
の
項
目
が
列
記
さ
れ
た
後
に
、「
共

　

ヌ
ル
ヒ
ト
」
と
二
項
目
を
ま
と
め
た
形
で
注
記
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
草
川
氏
は
同

書
に
お
い
て
、「
サ
（
マ
マ
（ソ

フ
」「
コ
ト
〳
〵
ク　

ミ
（
マ
マ
（爪

」「
ナ
ヲ

（
マ
マ
（シ

」「
ヌ
ル

（
マ
マ
（ヒ

ト
」「
フ

（
マ
マ
（レ

リ
」「
ハ
カ（

マ
マ
（ル

」

の
よ
う
に
、疑
問
の
箇
所
に
「（
マ
マ
）」
を
付
し
、そ
れ
ぞ
れ
を
「
カ
ソ
フ
」「
コ
ト
コ
ト
ク
ニ
ス
」「
ナ

ラ
シ
」「
ヌ
ス
ヒ
ト
」「
ノ
レ
リ
」「
ハ
ル
カ
」
の
誤
り
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の

誤
り
方
に
は
、字
体
の
類
似
し
た
も
の
に
誤
記
し
て
い
る
も
の
、字
順
を
逆
転
し
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、

ど
れ
も
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
言
え
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
朱
点
を
付
さ
れ
た
カ
タ
カ
ナ
注
記
に
お
け
る

誤
写
は
、
観
智
院
本
、
鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
い
て
も
多
数
見
ら
れ
る
。

（
182
）
参
考
ま
で
に
、
資
料
Ｂ
─

51
の
『
コ
ト
コ
ト
ク
ニ4

ス
』
を
「
コ
ト
〳
〵
ク　

ミ4

爪
」
と
誤
っ
た
例
は
、

カ
タ
カ
ナ
『
ニ
』
を
「
ミ
」
と
誤
っ
た
他
に
、「
コ
ト
〳
〵
ク
」
と
「
ミ
爪
」
の
間
に
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ら
を
別
々
の
注
記
で
あ
る
と
誤
解
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

資料B−51
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転
写
に
よ
る
誤
り
が
二
つ
発
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
183
）『
～
歟
』
の
形
の
記
述
に
つ
い
て
は
、例
え
ば
、高
山
寺
本
の
標
出
漢
字
「
匹
」（
34
ウ
）
の
注
記
に
「
俗

歟
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
漢
字
』
＋
『
歟
』
の
形
で
記
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
で
、
観
智
院
本
の
標
出
漢

字
「
甦
」（
僧
下
84
）
の
注
記
「
カ
ミ
カ
エ
ル
」
の
「
カ
」
字
に
対
し
て
「
ヨ
歟
」
と
付
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
、『
カ
タ
カ
ナ
』
＋
『
歟
』
の
例
は
相
対
的
に
少
な
く
、
特
に
、
高
山
寺
本
に
は
見
ら
れ
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
カ
タ
カ
ナ
一
文
字
で
は
な
く
、
一
語
に
『
歟
』
が
下
接
し
た
例
と
し

て
は
、
観
智
院
本
の
「
タ
丶
ム
キ
歟
（
朱
書
）」（「

」・
仏
下
本
103
）
の
例
が
管
見
に
入
っ
た
程
度
で
、

『
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
語
』
＋
『
カ
』
の
形
、
つ
ま
り
は
、
漢
字
『
歟
』
の
替
わ
り
に
カ
タ
カ
ナ
『
カ
』

を
用
い
た
確
実
な
例
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
カ
タ
カ
ナ
注
記
の
末
尾
に
助
詞
の
『
カ
』

を
カ
タ
カ
ナ
で
記
し
て
い
る
場
合
は
、
用
例
採
取
時
に
お
い
て
『
～
カ
』
の
形
で
あ
っ
た
と
考
え
て

よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
184
）
し
か
し
、
単
字
の
標
出
漢
字
の
項
目
に
同
じ
和
訓
の
注
記
が
掲
載
さ
れ
た
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
資
料
Ｂ
─

52
に
示
し
た
観
智
院
本
の
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
に
は
、
第
2
注
記
と
し
て
、

声
点
の
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
「
ヲ
フ
子
」
が
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
末
尾
に
、
声
点
が

付
さ
れ
た
注
記
「
ヲ
（
上
）
フ
（
上
濁
）
子
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
カ
タ
カ
ナ
注
記
が
二
つ
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
注
記
の
記
載
順
か
ら
す
る
と
、
声
点
の
な
い
「
ヲ
フ
子
」
が
先
に
用
例
採
取

さ
れ
た
も
の
の
、
後
に
な
っ
て
朱
点
を
有
す
る
「
ヲ
（
上
）
フ
（
上
濁
）
子
」
の
例
が
発
見
さ
れ
、
追
記

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
清
書
作
業
な
ど
が
な
さ
れ
た
際
に
、

声
点
の
な
い
「
ヲ
フ
子
」
が
削
除
さ
れ
、
声
点
が
付
さ
れ
た
「
ヲ
（
上
）
フ
（
上
濁
）
子
」
が
カ
タ
カ
ナ

注
記
の
冒
頭
に
配
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、（
3
）
の
観
智
院

本
の
風
間
書
房
版
の
仮
名
索
引
で
は
、
声
点
の
あ
る
「
ヲ
（
上
）
フ
（
上
濁
）
子
」
の
欄
に
〔
○
こ
の
訓

重
出
せ
り
、
如
何
〕
と
あ
る
。
な
お
、
一
項
目
に
同
じ
カ
タ
カ
ナ
注
記
が
重
複
す
る
全
て
の
用
例
に

つ
い
て
は
確
認
し
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
185
）
資
料
Ｂ
─

53
で
は
示
せ
な
か
っ
た
が
、（
3
）
の
鎮
国
守
国
神
社
本
の
複
製
本
を
見
る
と
、「
道
ヒ
ク
」

ま
で
は
薄
墨
で
記
さ
れ
て
お
り
、「
ヌ
カ
」か
ら
は
濃
い
墨
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。「
道

ヒ
ク
」
と
「
ヌ
カ
」
の
間
が
微
妙
に
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、「
道
ヒ
ク
」
が
記
さ
れ
た
後
に
、

墨
継
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
そ
う
し
た
点
か
ら
、「
道
ヒ
ク
」
と
「
ヌ
カ
」
を
別
々
の
注
記

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、「
道
ヒ
ク
」
の
「
道
」
に
（
上
声
）
の
点
が
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
先
の
『
オ

ス
也
』
案
の
『
也
』
に
声
点
が
付
さ
れ
て
い
て
も

問
題
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
回
は
、
可
能
性
を
示
す
に
留
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
186
）
参
考
ま
で
に
、（
16
）
の
築
島
裕
氏
の
「
オ
ヨ
ブ
」
の
項
に
お
い
て
は
、〔
迨
〕（38791

）
の
用
例
が
5

例
見
え
る
が
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
に
類
す
る
訓
読
例
は
見
え
な
い
。

（
187
）
小
林
芳
規
『
平
安
時
代
の
佛
書
に
基
づ
く
漢
文
訓
讀
史
の
研
究
Ⅲ　

初
期
訓
讀
語
體
系
』（
汲
古
書
院

　

平
成
24
年
4
月
）
の
「
第
八
章　

平
安
初
期
の
訓
讀
語
の
記
述
」
の
688
頁
に
よ
る
。
な
お
、初
出
は
、

「
古
代
の
文
法
Ⅱ
（
中
古
）」（『
講
座
国
語
史
』
第
4
巻
「
文
法
史
」
大
修
館
書
店　

昭
和
57
年
12
月
）。

（
188
）（
187
）
の
689
頁
。

（
189
）
漢
字
「

」
に
付
さ
れ
た
「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
用
例
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
中
田
祝
夫
氏
の
『
改
訂
版
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究　

総
論
篇
』（
勉
誠
社　

昭
和
29
年

5
月
初
版
、
昭
和
54
年
11
月
改
訂
版
）
の
1018
頁
に
は
、

天
理
図
書
館
蔵
本
妙
法
蓮
華
経
巻
四（
第
五
編
第
一
部（
そ
の
二
）参
照
）の
寛
治
元
年（
一
〇
八
七
）

に
、

　

自ミ

恣
ホ
シ
マ
マ
ニ
セ
ヌ
ト
云
ハ
ム
カ

と
あ
る
。
セ
ヌ
は
セ
ム
と
同
一
で
、
別
に
否
定
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
助
動
詞
ム
を
撥
ね
て
、

そ
れ
が
ヌ
と
ま
ぎ
れ
や
す
く
な
つ
た
一
證
と
し
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

と
あ
る
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
「
ヌ
」
も
打
消
し
の
意
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、「
オ

ハ
ヌ
カ
」
の
出
典
の
時
期
を
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
助
動
詞
『
ム
』
が
撥
音
化
し
た
こ
と

で
『
ヌ
』
と
紛
れ
た
よ
う
な
例
に
、
声
点
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
の
で
、
今
回
は
、
考
慮
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、〈
ａ
〉
案
に
お
い
て
、
西
念
寺
本
の
⑧
「
ス
イ
」
が
、
草
川
説
に
た
が
っ
て
『
ヌ
イ
』
で
あ
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
④
「
オ

フ
」
が
異
本
で
は
『
オ
ヌ
フ
』
と
あ
る
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
、
意

味
不
明
と
な
る
の
で
、〈
ａ
〉
案
は
不
可
と
な
る
。
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